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　172,751人前n比593人増）

　85,574人

　87,177人

世帯数

人　口

　　男

　　女

昭和62

年度発掘調査成果まとまる

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
先
ご
ろ
昭
和
六
十
二
年
度
の
市
内
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
報
告
会
を
開
催
。
報
告
会
で
は
、

市
内
放
大
規
模
の
二
子
塚
古
墳
と
、
西
日
本
で
は
珍
し
い
磯
槨
（
れ
き
か
く
）
構
造
を
も
つ
瓦
塚
古
墳
の
発
掘
成
果
を

説
明
。
継
体
天
皇
に
極
め
て
近
い
豪
族
の
墓
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
二
子
塚
古
墳
。
埋
葬
者
が
渡
米
人
の
可
能
性

も
あ
る
瓦
塚
古
墳
。
こ
れ
ら
の
調
査
は
、
今
後
宇
治
の
歴
史
を
解
明
す
る
上
で
貴
重
な
内
容
を
含
ん
で
い
ま
す
。

　
二
子
塚
古
墳
（
五
ヶ
庄
大
林
）

は
、
前
方
後
円
墳
で
市
内
累
大
規

嘆
の
古
墳
で
す
。
墳
丘
は
、
後
円

部
が
大
正
年
間
に
壊
さ
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
が
、
前
方
部

　
　
　
　
　
　
　
と
墳
丘
を
囲

　
　
　
　
　
　
　
む
濠
（
ご
う
）

　
　
　
四
　
内
堤
の
一
部

　
　
　
罷
　
　
が
現
存
し
て

診
　

い
ま
す
。

　
一
｀
↑
帥
　
　
昭
和
六
十

年
の
調
査
で
、

か
つ
て
は
、
現
存
す
る
濠
の
外
側

に
、
も
う
一
重
の
濠
が
め
ぐ
っ
て

い
た
こ
と
が
判
明
。
府
下
で
は
数

少
な
い
、
二
重
周
濠
（
し
ゅ
う
ご

う
）
を
も
つ
古
墳
で
あ
る
こ
と
が

匯
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
更
に
こ
の
程
の
調
査
で
は
、
完

全
に
消
滅
し
て
い
る
と
思
わ
れ
て

い
た
石
室
の
基
礎
部
分
と
、
後
円

部
側
の
濠
の
一
部
を
発
見
。
墳
丘

の
全
長
は
百
五
μ
を
超
す
も
の
と
、

こ
れ
ま
で
の
推
定
よ
り
も
か
な
り

長
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま

た
、
墳
丘
の
Ｍ
頂
部
の
高
さ
は
十

二
討
あ
り
、
す
べ
て
が
平
地
に
丁

寧
に
土
か
盛
っ
て
造
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
造
営
に
は
膨
大
な
労

働
力
が
投
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

夕
か
が
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
成
果

や
出
土
し
た
埴
輪
（
は
に
わ
）
な

芦
石
ら
、
同
古
墳
は
六
世
紀
前
半

に
築
造
さ
れ
た
大
型
前
方
後
円
墳

5p●

(工川)

Ｎ
Ａ

で
、
後
円
部
中
心
に
横
穴
式
石
室

を
備
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
そ
の
形
状
は
、
継
体
天
皇

　
（
五
〇
七
年
即
位
）
の
陵
墓
と
考

え
ら
れ
て
ぃ
ゑ
磋
古
墳
（
大
阪

府
高
槻
市
）
と
酷
似
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
二
子
塚
に
葬
ら
五
だ
人

は
、
継
体
天
皇
に
極
め
て
近
く
、

城
陽
市
に
あ
る
久
津
川
古
墳
群
の

｛
ダ
ン
ノ
池
｝

内　濠

衰
退
後
に
、

南
山
城
一
帯

を
支
配
し
て

い
た
豪
族
の

墓
で
は
な
い

か
と
、
推
測

さ
れ
て
い
ま

す
。

外　濠

□

ト
第
一
主
体
部

（
陳
槨
）
の
状
況
。

府
”
Ｌ
で
は
初
め
て

の
発
見
。
全
国
的

に
も
数
少
な
い
も

の
。
（
瓦
塚
古
墳
）

ト
出
土
し
た
玉
類
。
丸
い
も
の
は
ガ

　
ラ
ス
、
長
い
も
の
は
碧
（
へ
き
）
玉
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
瓦
塚
古
墳
）
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▲玉杖形金銅製品。上が銀、下が金

　の金具付き。全国で３例しかない。

　　　　　　　　　　　(瓦塚古墳)

　
瓦
塚
古
墳
（
五
ヶ
庄
瓦
塚
）
は
、

五
世
紀
終
わ
り
ご
ろ
の
円
墳
。
直

径
三
十
μ
と
大
き
さ
は
そ
れ
程
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
小

の
石
で
木
棺
を
覆
う
哩
棋
（
れ
き

か
く
）
構
造
の
古
墳
で
す
。

　
こ
の
古
墳
か
ら
は
、
上
下
二
段

に
重
ね
た
木
棺
跡
（
主
体
部
）
が

見
つ
か
っ
て
い
毒
了
。
最
初
に
埋

葬
さ
れ
た
第
一
主
体
部
は
、
高
さ
、

幅
共
に
五
十
ｔ
、
長
さ
四
μ
と

判
明
。
木
棺
は
腐
っ
て
い
ま
し
た

が
、
周
囲
は
多
量
の
河
原
石
で
覆

わ
れ
、
哩
槨
（
れ
き
か
く
）
と
呼

ば
れ
る
埋
葬
法
が
と
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
の
上
に
重
ね
て

埋
葬
さ
れ
た
第
二
主
体
部
は
、
木

棺
を
直
接
土
中
に
埋
め
た
も
の
で
、

木
棺
に
塗
ら
れ
た
真
紅
の
顔
料
が

良
く
残
っ
て
い
ま
し
た
。
共
に
、

後
世
の
盗
掘
な
ど
に
遣
い
、
副
葬

品
は
一
部
に
茄
残
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
第
一
主
体
部
か
ら
は
数
百
個

の
ガ
ラ
ス
玉
、
金
製
・
銀
製
の
朝

鮮
半
島
製
玉
杖
形
金
銅
製
品
、
鉄

製
馬
具
の
一
部
が
出
土
。
第
二
主

体
部
か
ら
は
、
四
十
本
余
り
の
鉄

鏃
（
て
つ
ぞ
ぐ
）
、
刀
子
（
と
う
す
）

な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
哩
標
構
造
の
古
墳
は
、
昭

和
五
十
三
年
に
「
ワ
カ
タ
ケ
ル
」
の

人
名
や
年
号
が
刻
次
れ
た
鉄
剣
で

有
名
に
な
っ
た
稲
荷
山
古
墳
（
埼

玉
県
行
田
市
）
を
は
じ
め
、
関

東
や
東
北
地
方
、
遠
ぐ
は
朝
鮮
半

島
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
西
日
本

で
は
極
め
て
珍
し
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
副
葬
品
に
輸
入
品
が
有
る

こ
と
か
ら
、
埋
葬
者
は
渡
来
人
の

可
能
性
も
あ
り
、
今
後
の
研
究
に

面
味
の
も
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

自
治
功
労
者

桑
原
真
道
さ
ん

山
本
泰
雄
さ
ん

が
逝
去

　
宇
治
市
自
治
功
労
者
の
桑
原

真
道
疹
ん
（
五
ケ
圧
大
林
一
九
）

が
、
四
月
五
日
、
死
去
さ
れ
ま

し
た
。
八
土
ハ
歳
。
桑
原
さ
ん

は
、
昭
和
土
八
年
四
月
か
ら
二

十
一
年
五
月
ま
で
、
東
宇
治
町

会
議
員
夕
務
め
ら
元
、
地
方
自

治
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
同
じ
ぐ
宇
治
市
自
治
功
労
者

の
山
本
泰
雄
さ
ん
（
菟
道
荒
桐

一
上
（
三
）
は
、
四
月
八
日
、

死
去
鳶
笛
し
た
。
乍
十
四
歳
。

山
本
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
七
年

九
月
か
ら
五
十
九
年
八
月
ま
で

宇
治
市
教
育
委
員
夕
歴
任
。
四

十
七
年
十
一
月
か
ら
四
十
八
年

生
月
ま
で
は
教
育
委
員
長
を

務
め
ら
れ
、
教
育
行
政
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
謹
ん
で
お
二
人
の
ご

め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
示
７
．

845

瓦塚古墳

二子塚古墳
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宇治川

さくらまつりに17万人

9･10日塔の島一帯で

　
好
．
人
に
恵
ま
れ
た
四
Ｕ
九
日
・

ト
‐
の
両
‐
、
府
え
宇
治
公
園
中

の
島
．
帯
で
第
ト
．
一
川
Ｉ
治
川
さ

く
ら
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た
．

う
ら
ら
か
な
作
の
陽
気
に
誘
わ
れ

て
．
訪
れ
た
人
は
十
Ｌ
万
人
と
過

去
最
鳥
．
野
だ
て
席
は
茶
に
親
し

む
人
で
あ
ふ
れ
、
炭
山
陶
Ｓ
ま
つ

り
や
町
か
ど
の
芸
能
で
は
終
日
歓

声
が
響
い
て
い
ま
し
た
．

ト
抹
茶
の
野
だ
て
席

▼炭山陶器まつり

１
町
か
ど
の
芸
能
（
お
さ
だ
塾
）

▲昔なつかしいけん玉
▲うまく出来るかな(どろんこ広場)

お
知
ら
せ

固
定
資
産
税
・
都
計
税

納
期
の
変
更

都
計
税

変
更

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
固

定
資
産
税
・
都
市
計
国
税
の
第
１

期
分
の
納
期
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
昭
和
六
十
三
年
度
に
限
り
、
第

Ｌ
期
分
の
納
期
は
、
５
月
２
日
か

t
Ｏ
ｉ
ｏ
月
3
1
日
ま
で
と
な
り
毒
了
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
資
産
税
課
）

　
お
は
な
し
会

　
お
は
な
し
菩
は
、
毎
月
一
回
開

催
し
て
い
未
哭
今
月
か
ら
、
水

曜
日
に
倉
石
り
未
丁
。

　
▼
と
き
・
：
４
月
2
7
日
出
、
午
後

３
時
半
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央

図
書
館
集
会
室
（
お
は
な
し
の
へ

や
）
▼
内
容
…
お
は
な
し
、
読
み

聞
か
せ
、
紙
芝
居
▼
対
象
…
幼
児

か
ら
小
学
校
低
学
年
‘
（
入
場
出
来

る
の
は
子
片
も
だ
け
）
▼
参
加
費

・
：
無
料
▼
申
し
込
み
…
当
日
、
直

接
会
場
へ
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
中
央

図
書
館
（
豊
⑩
1
5
1
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
母
子
家
庭
に
奨
学
金

　
毎
年
度
申
請
を

　
府
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
の

「
母
子
家
庭
奨
学
金
」
の
申
請
夕
受

け
付
け
て
い
毒
丁
。

　
▼
対
象
・
・
・
乳
幼
児
か
な
同
校
生

ま
で
（
た
だ
し
既
に
京
都
府
の
他

の
奨
学
金
を
受
け
て
い
る
人
は
除

屡
柔
す
）
▼
支
給
額
（
年
額
）
・
：
乳

幼
児
＝
八
千
円
、
小
学
生
＝
一
万

五
千
円
、
中
学
生
＝
三
万
円
、
高

校
生
―
四
万
五
千
円
▼
申
請
・
：
福

祉
課
所
定
の
申
請
用
紙
で
福
祉
課

へ
。
４
月
１
日
現
在
で
母
子
家
庭

の
人
は
、
５
月
末
ま
で
に
申
請
し

て
ぐ
だ
さ
い
。
ま
た
４
月
２
日
以

降
母
子
家
庭
に
な
っ
た
人
、
あ
る

い
は
６
月
１
日
以
降
に
申
請
し
た

人
は
、
申
請
月
の
翌
月
か
ら
支
給

さ
れ
未
了
。

　
な
お
、
申
請
は
毎
年
度
必
要
で

す
。
昨
年
度
受
け
て
い
た
人
も
新

た
に
申
請
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
福
祉
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）

へ
問
い
合
わ
せ
を
。
　
（
福
祉
課
）

　
難
病
相
談

　
▼
と
き
・
・
・
５
月
1
0
日
叫
、
午
前

1
0
時
～
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇

治
保
健
所
▼
対
象
…
神
経
難
病
該

当
者
、
そ
の
疑
い
の
あ
る
人
お
よ

″
芒
の
家
族
▼
個
別
相
談
担
当
医

師
・
・
・
京
都
大
学
医
療
技
術
短
期
大

学
部
教
授
・
藤
原
哲
司
さ
ん
、
京

都
大
学
医
学
部
神
経
内
科
講
師
・

秋
口
一
郎
さ
ん
▼
申
し
込
み
・
・
・
５

月
７
日
出
ま
で
に
、
宇
治
保
健
所

（
豊
⑤
2
1
9
1
）
へ
電
話
で
申
し

込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
宇
治
保
健
所
）
’

　
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
連
休
期
間
中
に
、
親
子
で
一
緒

に
パ
ソ
コ
ン
鷺
見
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
（
一
人
で
も
参
加
は
出
来
ま

す
が
、
子
公
だ
け
で
は
不
可
。

大
人
二
人
は
可
）

　
教
育
訓
練
用
ソ
フ
ト
で
、
パ
ソ

コ
ン
と
対
話
し
な
が
ら
、
自
分
の

ペ
ー
ス
で
好
き
な
時
間
に
学
習
出

来
ま
ず
。
最
短
1
5
時
間
で
す
。

　
▼
と
き
…
４
月
2
9
日
剛
～
５
月

７
日
出
の
９
日
間
の
中
で
、
午
前

９
時
～
午
後
９
時
の
好
き
な
時
間

帯
に
▼
と
こ
ろ
・
：
城
南
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
▼
定
員
・
：
3
0
組

（
先
着
順
）
▼
参
加
料
大
組
六
千

円
▼
申
し
込
み
・
：
参
加
料
名
添
え

て
、
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
（
伊
勢
田
町
新
中
ノ
荒
2
1
の
８

一
豊
前
０
６
８
８
・
0
7
8
0
）

へ
直
接
来
館
で
。
（
交
通
労
政
課
）

　
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

　
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
は
、
初
心
者
を
対
象
に
、
パ
ソ

コ
ン
入
門
講
座
名
こ
表
の
と
お
り

開
き
示
ｙ
。
申
し
込
み
は
、
い
ず

家
庭
看
護
講
習
会

　
家
庭
に
病
人
が
出
た
時
の
た

め
に
、
家
庭
に
お
け
る
正
し
い

看
護
の
仕
方
を
知
っ
て
お
き
た

い
人
。
現
在
、
家
庭
で
病
人
や

老
人
の
世
話
を
し
て
い
て
看
護

に
不
安
や
問
題
を
も
っ
て
い
る

人
。
家
庭
看
護
講
習
会
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
下
表
、
時

間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～

４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
公
民
館

▼
定
員
・
：
2
0
人
（
先
着
順
）
▼
受

講
料
・
：
無
料
▼
講
師
・
・
・
日
本
赤

れ
も
５
月
１
日
か
ら
、
受
講
料
を

添
兄
て
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
（
伊
勢
田
町
新
中
ノ
荒
2
1
の

８
一
き
㈲
０
６
８
８
・
0
7
8
0
）

へ
直
接
来
館
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

お買物の

めやす

消費者物

価20（

4月分）

パソコン入門講座の日程と内容

　この公表価格は4月初めに実施した消費生活モ
ニター店頭価格調査に基づくものです｡(商工観光課)

品　名 規　　　格 詔 価格状況 瀧 訟m月比 封前年比

灯　　油
18老店頭 717

ぷ
A SA

s♂ .65o"

18J配達 734▲0.9Ａ 9.4 780 700

ガソリン
レギュラー1 t現金
売り 118Ａ 0.8 ▲5.6 122 115

ティッシュ

　ペーノ{－ 400枚人１箱(ｸﾘﾈｯｸｽ･ｽｺyﾃｨ) 152▲1.3 1.3 158 135

台所用
　　ラップ

サランラップ
30cmX 20 m 202▲1.9▲7.3 238 130

アル

イル25cinX8m 152 ▲10.1▲5.0 188 100

シャンプー 液体ポリ容器22OCC
花王エッセンシャル 230 ０ ０ 230 230

洗濯用　粉石けん 2.4kg 910 ▲0.9 7.2 958 880

牛　　肉
すきやき用
中程度100g 399 5.6 11.1600 238

IS さけ 切身100s 305 ▲1.0 9.3 398 180

バレイショ 男爵100b 26 13.044.4 40 12

キャベツ中玉約1lig 211 A 0.5 47.6350 128

鶏　　卵
Ｍサイズバ･フク入
10個 146 ▲2.7A 9.9 168 98

食用油 日清サラダ油
ポリ容器l.OO)g 493 1.9 2.1 638 438

しよう油
キッコ.－マン濃口
ボリ容器入1( 260 6.1 2.4 328 198

砂　　糖上白l㎏ 242 Ａ 1.6 ▲3.2 268 198

小麦扮 Bin小麦粉フラワー
1kg (if力粉) 197 ▲3.4▲1.5 218 165

インスタント
　コーヒー ネスカフェエクセラ

瓶入1501! 893 ▲1.2▲11.3 948 848

み　　そタヶヤミﾉug 344 0.9 3.9 368 220

食'-･ン
普通品１斤
(スライスしたもの) 152 ０A 7.3 170 118

洗濯代 ワイシャツ
自の托そで 145 6､6▲11.6 200 100

▲は減

日　程 定貝 内　　容 受講料

ワ

｜
プ

□
講
座

５月22日㈲から

日曜日の６回

午後１時～

　　　　３時半

20

人

パソコンを使って

日本語ワープロソ

フトを利用した文

書作成を学習

６

千
円

ﾉヾ
ソ
コ
ン
初
級
講
座

●･月・木コース

5 月30日月から

月・木BS日の14回

●水・土コース

５月25日出から

水・土曜日の14回

いずれも

午後6時半-9時

各
コ

｜
ス
共

20
人

ワープロの基礎及

び実務用表計算ソ

フトを使って、コ

ンピュ-タの基本

操作を学習

１
万

４
千
円

笥

吋

≫v::

5 月31日(心から

火・金嗜日の14回

午a 6時半～

　　　　　　9 時

20

人

ワープロの基礎と

ビジネスソフトを
使って,経理、給
与、噸吝管理など

パソコンの利用の
手法と考え方を学
習

１

万
４

千
円

５
月
６
日
か
ら
木
幡
公
民
館
で

±
９
　
社
京
都
府
支
部
・
源
平
久

美
子
さ
ん
▼
申
し
込
み
…
保
健

家庭看護講習会日程表

予
防
課
（
昔
J
3
1
4
1
）
へ
電

話
で
。
。
　
（
保
健
予
防
課
）

月　日 内　　容

5／6 斜 家庭に病人ができたら

lO火 体の動かし方､排泄の世話

17火 体の拭き方

23(11)病人の食事と薬

31(勾手当について

6／7 火
復習と厦省

14吹

9/13(･刈老年期の理解：老人のからだ

20(火老年期の理解:老人のこころ

26円）老人に起こりやすい病気と看直

10/4 (火 寝たきり老人看護山

ll火 宇治it;の廠たきり老人施策

21剥 寝たきり名人看護悶

　
太
一
市
で
は
、
ゴ
ミ
を
無
駄
な

く
効
率
的
に
処
理
す
る
た
め
に
、

燃
え
る
ゴ
ミ
と
燃
え
な
い
ゴ
ミ

と
に
分
別
を
し
て
収
集
し
て
い

ま
ず
。
ま
た
、
引
っ
越
し
な
ど

で
一
時
的
に
多
量
に
出
る
ゴ
ミ

ゴ
ミ
の
分
別
に

ご
協
力
を

は
、
有
料
で
臨
時
収
集
を
し
て

い
ま
す
。

　
ゴ
ミ
は
、
次
の
ル
ー
ル
を
守

っ
て
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の

試
行
実
施
地
域
で
は
、
「
空
き

ゴミの分け方・出し方

缶
」
、
「
空
き
瓶
」
、
「
ガ
ラ
ス
類
」

は
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
収
集
日

に
は
出
ボ
ヂ
に
、
リ
サ
イ
ク
ル

回
収
日
に
出
す
ぶ
っ
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
清
掃
事
務
所
）

燃えるゴミ 種
別 燃えないゴミ

週2回指定の曜日[:gr]§ 月2回器琵Ｓ[認響7』

emのゴミ（野菜･くず・残葱･茶ｶﾞﾗなど）.aく

ず、掃除撮のｺﾞ2.切れ･草･落禰（少皿）.a

舗m. 紙でｯｸ類､古紙頭､たばこの吸いガラ-食用

油（不用になった児riら油･サラ5'田など)など

分

け

方

瓶・缶類、プラスチック・ﾋﾞニールa.発泡ス

チロ丿ﾚ、スポンジ、ナベ･やかん類.jjー電化SK

a, 陶器・nﾗｽ類.ｺﾞﾑ･皮革裂品、灰、蛍光低

電球,自Eｰ. カーペット、フトン(少皿）など．

　弗弘旭

台所のｺﾞΞはic,-gs*x刀　拝囃ｰOTｺﾞﾐはﾉJ嘔に

Oをしてゴミ袋へ。　λれてか^ゴ乏袋へ、

　盛J寥

古紙(新聞・将lま･グ　脚●の末Dれり|』り込

ンボ-jﾚ)l3BiK回収。みなどｺﾋﾞ芒てこくくる。

a習習変温Z　食用涸は少●ずつ紙か

霖mtaMn;ma?　匍こしみ込まtiて出苔。

出

し

方

　　１　力･ﾑ恥戸　　o;9 ，　ぷ

，ダ

カミソリ・針などはガ　スプレー匈ｺ必ず穴を

ﾑﾃｰﾌﾟt厚紙こ'sむ。Xけてつ砂多。

ゆ

^
訟c

■nｰペットI36I1㎝四方　ガラス･罵SSと]3K

の大芒さにの否。　　憲に芒み割れ物と畏示。

　G

鋤路Å

自紅車は惑ずくｺﾞつ　Bra水でしめ5ttC.

と表示^る。　　　丈犬な旅に入れ石。

・ﾃﾚﾋﾞ･電子ﾚﾝｼﾞ･ノトムワーラーの3趣3

｢PCB除五済｣のステッカｰを辰示しこり＼5土

‘う。くわしくぼ宵掃孚務所ほで。

　　　　　　コ①口をしつかりくくる。

　■jy　=;. 0）片弓亡持て石文ささ、
　　　　　　褒　aさ|こ唇る。

91　

Iさ(DISC出百のは2~3
　　　　　　　E　　袋s度e百s.

846

第４回宇治文化・芸術懇話会展
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